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１． 研究目的 
本研究は，平成 31 年度共同研究プロジェクト

「就職に困難を抱えるグレーゾーンの学生を対象

とした，ICT 活用による情報共有支援ツールの開

発」の継続研究である．申請者らは，昨年度，ICT
活用による情報共有支援ツールを実際に使用する

ことで，情報を共有することのメリットについて

明らかにしてきた．一方で，本ツールに共有する

べき情報を学生自身が入力することは容易ではな

いことも明らかとなった．具体的には，本ツール

に入力するには，自己に対する理解に加えて，仕

事や働くことに対する理解，通常雇用と障害者雇

用のメリット・デメリットの理解，自分のキャリ

アをどのように形成していきたいかという将来展

望が重要となるが，これらは就職活動を始める段

階よりも前の段階（例えば，2，3 年生）から取り

組まなければならない．そして，これらの理解に

は，当人と支援者だけでなく，同年代の他者や企

業で働いている人など様々な立場の人たちと議論

することが重要である． 
特に昨年度は,他大学との意見交換会を 5 回実施

し,パイロットスタディとして,キャリア教育プロ

グラムを２回実施した。その結果,プログラムのベ

ースとなるものを作成することができたが,今年

度はさらに具体的なプログラムの作成と修正をお

こなうこととした。 
そこで,本研究では,過去の研究を踏まえ,①発達

障害のある学生の自己認識や職業意識はどのよう

なものであるのか,②発達障害のある学生が同年

代の他者や企業で働いている人と議論する場（キ

ャリア教育プログラム）を提供することが,自己理

解や仕事や働くことに対する理解を深め,本ツー

ルへの入力が促進されるかどうか,③そのような

機会を通して学生,企業双方の相互理解が進み,ミ
スマッチが減るかどうかについて明らかにするこ

とを目的とした。 

 
２． 研究実施内容 
本年度は，まず，キャリア教育プログラムの実

施に向けて，他大学の様々な部署に所属している

障害学生支援の担当者との情報交換会を複数回開

催した．その後，キャリア教育プログラムを実施

した． 
１）情報交換会の開催 
 今年度は，共生社会文化研究所の「発達障害及

びグレーゾーンの学生のためのキャリア教育プロ

グラムの開発と実施プロジェクト」において下記

の通り 2 回の情報交換会を開催した． 
第 1 回「障害学生に対するキャリア支援のため
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の交流会（情報交換会）」2021 年 10 月 14 日（水）

10 時～12 時（Zoom によるオンライン） 
ここでは，新型コロナウイルス禍におけるキャ

リア・就職支援について各大学でどのような取り

組みが行われているのかについて Zoom のブレイ

クアウトルームを用いて情報交換を行った．また，

学生が抱えている不安などについても共有をおこ

なった。 
第 2 回「第 2 回障害学生に対するキャリア支援

のための交流会（情報交換会）」2022 年 1 月 18 日

（火）10 時～12 時（Zoom によるオンライン） 
ここでは，第 1 回大学間連携キャリア教育プロ

グラムの実施報告を中心におこなった。また,現時

点で抱えているキャリア・就職支援の課題につい

て Zoom のブレイクアウトルームを用いて情報交

換を行った． 
 
２．キャリア教育プログラムの実施 
 令和 3 年度はキャリア教育プログラムを 2 回実

施した． 
 第 1 回「大学間連携キャリア教育プログラム～

自分のことを知ろう～」2021 年 12 月 21 日（土）

10 時～12 時（Zoom によるオンライン）を実施し

た。本プログラムは，昨年度施行版を作成し,その

内容について少しアレンジしたものである。第 1
ワーク：自分の「好き・嫌い」をすること，第 2
ワーク：自分の「得意・苦手」を知ることという

2 つのワークによって自分の特性や身についてい

る力を知ることを目的としたものであった．個人

ワークを行ったのち，グループで意見交換をする

というアクティブラーニング型のプログラムとな

っている．第 1 ワークでは，まず，アイスブレイ

クとし，好きな食べ物，嫌いな食べ物，そしてそ

の理由は何かについて書いてもらい，意見交換を

行った．その後，好きなこと，嫌いなことは何か，

そしてその理由は何かについて書いてもらい，意

見交換を行った．第 2 ワークでは，これまでの人

生の中での成功体験と失敗体験を思い出してもら

い，それを自分の得意なこと，苦手なことに置き

換えてもらい，意見交換を行った． 
 第 2 回「大学間連携キャリア教育プログラム～

学生と企業の交流会～」2022 年 3 月 7 日（月）13
時～15 時（Zoom によるオンライン）による実施。 
 本プログラムは，参加頂いた 2 社の企業（SMBC
グリーンサービス,MS＆AD）より業務内容やキャ

リアパス等ついて情報提供をいただいた。その後,
学生，支援者および企業担当者が働くことに関し

て意見交換し，働くことの理解を深めた．テーマ

としては，「学生と社会人の違い」「働くことの楽

しさ」「働くことの大変さ」「自分の強みや弱みの

見つけ方，向き合い方」「社会に出るために今した

方がよいこと」「理想の働き方や生き方」を取り上

げて意見交換を行った． 
 

３． まとめと今後の課題 
 本研究では下記の 2 点をリサーチクエスチョン

として取りあげた。 
①発達障害のある学生が,情報支援ツールに情報を入

力には,低学年からのキャリア教育が有効ではない

か？ 
②発達障害のある学生と企業が議論をする機会（キ

ャリア教育プログラム）を作ることは,学生,企業双方

にとってミスマッチを減らす可能性を高めるのでは

ないか？ 
問２の成果としては，大学間での支援者同士の

つながりを作ることができたこと，そして，互い

の情報を交換することで知識を増やすことができ

たことがあげられる．またキャリア教育プログラ

ムの成果としては，参加者のアンケート（満足度）

から支援者とともに参加するプログラムにしたこ

とで，学生と支援者、企業担当者とのやり取りが

深まったことや意見交換をすることによる理解の

深まりを参加者が感じることができた点があげら

れる． 
今後の課題としては，問１のキャリア教育プロ

グラムの教育効果を検証することである．今年度

はキャリア教育プログラムの教育効果を測定する

ための尺度表案の作成にとどまった。また,オンラ

イン（ZOOM）による実施であったことから,手続

きが不十分であり,実際にその効果を検証するこ

とができなかった．特にこれらは，プログラムの

告知期間が短かったことが影響していることが考

えられる．そのため，次年度には情報交換会とキ

ャリア教育プログラムの実施時期をもう少し早め，

支援者に早期の段階でどのようなプログラムであ

るのかについて説明をしたうえで，学生にすすめ

てもらえるような形に改善をしたいと考えている。 
 

４． この助成による発表論文等 
2022 年度に学会にて発表予定である

 


